
西下

Ｎ

防災マップ記号凡例

令和元年台風19号及び
過去に起きた災害情報

災害発生の可能性がある場所

比較的安全と思われる場所

流水経路

WH=○○m

氾濫浸水範囲

浸水深さ

床上浸水

床下浸水

建物全壊

建物半壊

破堤・洗堀箇所

越水箇所

がけ崩れ

地すべり

土砂崩れ

土砂流出

土石流

通行止め

土のう積み

避難経路

指定避難所
指定緊急避難場所

その他施設

その他情報

大門橋

中島橋

桃久保橋

広久保橋

北川公会場

・裏の田んぼから床下に
水が入り込んだ

・土のうを積んで田んぼ
に水を流した

・側溝が小さいため溢れた

・山が崩れて土砂が家ギリギリまで押し寄せた・山くずれ

・道と同じくらいの高さまで石が堆積・庭が水没（水路あり）

・道が削られた

・道が川のようになった

・避難者が多い

・用水が崩れた

・石垣が崩れた

・湧き水

・雨が降ると川の水位が橋下ギリギリ
まであがる

・もう少し降ると氾濫する可能性あり
（令和元年台風19号の時以外にも）

・大きな石が流れてくる
（コロコロ音がした）

・大雨が降ると昔の石積が崩れそう

・破堤（修復済み）

・大門橋が浸水しそうになった
・近くにあった三軒が
切原小学校まで避難した

・上小田切公会場の裏山が土砂
災害警戒区域のため注意

・上小田切西公会場は、大門橋等の
橋が通れなくなったら、避難でき
なくなるため、避難所として不適

・崩れるかもしれない

・崩れるかもしれない
・佐久水道水源地
（中小田切）

・児童館前で用水が越水

・田のあぜ崩れ

・水池に水が集まる前に
溢れてのり面が崩れる

・護岸が低くて溢れる

・片貝川が溢れそうだった

・土地が低い場所なので
大雨時など避難が必要

・高速道路 調整池

・床下浸水があったため、
土のうを積んだ

・一番低いため用水が集まる

・低地のため水が溜まった

・崩れて土が流れた

・大雨が降れば崩れる場所

・低地のため水が入る

・施設に水が流れ込む

・消防団詰め所
・少し高くなっており、避難が可
能（平屋で30人ぐらいが入れる）

・体育館裏の山から水が出ていた
・北校舎に水が入ったため
南校舎二階まで避難した

・体育館が避難場所
・廃校だが、ライフラインと
建物が使える
・避難の際に裏山に気を付ける

・すれ違いできない細い道

・水が溢れた

・農業の用水（水路）が
あふれた（W=1m,H>1m）
・住宅は側溝が守って
くれたため無事

・住宅の裏にある側溝が溢れた

・土砂災害警戒区域

・急傾斜地のため危険

・大雨時、道路の
上に水が流れる

西の入沢
・大雨時、かなりの
水量の水が流れる
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